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長
崎
県
壱
岐
島

◆
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
島
・
壱
岐

　

壱い

岐き

市
は
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
一
日
に
壱
岐
島
内

の
四
町
（
郷
ノ
浦
町
、
勝
本
町
、
芦
辺
町
、
石
田
町
）
が
合
併
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。

　

壱
岐
島
は
、
九
州
本
土
と
朝
鮮
半
島
と
の
間
に
あ
る
玄
界
灘
に
浮

か
ぶ
島
で
、
対
馬
島
と
と
も
に
古
代
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
島
は
壱
岐
本
島
と
二
一
の
属
島
（
有
人
島
四
島
・
無
人

島
一
七
島
）
で
構
成
さ
れ
、
南
北
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約

一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
は
一
三
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規

模
で
、
全
国
で
二
〇
番
目
（
本
土
・
北
方
領
土
及
び
沖
縄
本
島
を
除
く
）

の
大
き
さ
で
す
。

　

地
形
は
、
島
全
体
に
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
地
が
広
が

り
、
最
高
の
岳た
け

の
辻つ
じ

で
も
標
高
二
一
三
メ
ー
ト
ル
と
な
だ
ら
か
な
地

形
の
島
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
島
の
南
東
側
に
長
崎

歴
史
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る

「
デ
リ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

県
で
二
番
目
に
広
い
平
野（
深ふ
か

江え

田た

原ば
る

）
が
広
が
っ
て
お
り
、
現
在
は
、

圃ほ

場じ
ょ
う整
備
が
行
わ
れ
長
崎
県
を
代
表
す
る
穀
倉
地
帯
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
か
ら
島
内
に
お
け
る
産
業
は
農
業
と
漁

業
が
主
で
す
。
交
通
の
発
展
に
よ
り
、
島
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

や
新
鮮
な
魚
介
類
が
本
土
に
運
ば
れ
、
本
土
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

必
需
品
が
運
び
こ
ま
れ
て
き
ま
す
。
壱
岐
市
は
、
多
く
の
歴
史
遺
産

や
自
然
遺
産
を
有
効
に
利
用
し
、
国
内
外
交
流
が
盛
ん
な
島
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
「
海
と
み
ど
り　

歴
史
を
活
か
す　

癒
し
の
島　

壱

岐
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
気
象
状
況
に
左
右
さ
れ
る
島
の
交
通

　

離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
の
課
題
と
し
て
、
天
候
に
よ
る
移
動
経
路
の
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確
保
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
壱
岐
島
だ
け
で
な
く
、
本
土

と
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
な
い
離
島
に
と
っ
て
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
壱
岐
島
の
場

合
、
三
つ
の
経
路
が
あ
り
、
長
崎
空
港
（
長
崎
県
大
村
市
）
か
ら
飛
行

機
で
三
〇
分
、
博
多
港
（
福
岡
県
福
岡
市
）
か
ら
高
速
船
で
六
五
分
、

フ
ェ
リ
ー
で
一
三
〇
分
、
唐
津
東
港
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
一
〇
〇
分
の
時
間
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
速
道
路

や
鉄
道
な
ど
の
陸
路
交
通
網
と
比
べ
、
海
路
交
通
網
は
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
夏
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
や
冬
の
大
し
け
な
ど
思

い
も
よ
ら
ぬ
海
路
交

通
の
欠
航
に
よ
っ
て
、

島
内
外
へ
の
移
動
経

路
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

壱
岐
市
に
お
け
る

観
光
客
の
動
向
調
査

を
み
て
も
、
春
先
の

三
月
か
ら
観
光
客
が

増
加
し
、
五
月
の
ウ

ニ
解
禁
、
そ
し
て
海

水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
夏

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
は
減
少
を
続

け
、
二
月
以
降
に
な
り
再
び
増
加
に
転
じ
ま
す
。
中
で
も
一
二
月
か

ら
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
が
特
に
人
の
移
動
が
鈍
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
み
て
も
、
冬
シ
ー
ズ
ン
は
夏
シ
ー
ズ
ン

に
比
べ
て
観
光
客
の
動
向
に
不
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
や
は
り
天
候
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
観
光
客
が
減
少
す
る
冬
シ
ー
ズ
ン
に
い
か
に
し
て
観
光
客

を
壱
岐
島
に
呼
び
込
め
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
島
内
文
化
財
資
料
活
用
展
示
公
開
事
業

（
デ
リ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
は

　

離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
た
本
事
業
は
、
島
内
の
文
化
財
資

料
を
活
用
し
、
他
地
域
に
お
い
て
展
示
公
開
す
る
こ
と
で
〝
壱
岐
の

歴
史
の
魅
力
〟
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
他
地

域
と
本
市
と
の
交
流
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
事

業
内
容
と
し
て
は
、
観
光
部
門
・
部
署
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
壱
岐

物
産
展
の
イ
メ
ー
ジ
が
近
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
産
品
や

観
光
地
な
ど
の
島
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
物
産
展
は
人
の
多
い
商

業
施
設
や
駅
な
ど
で
実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
国
重

要
文
化
財
を
含
む
文
化
財
資
料
（
指
定
品
）
の
展
示
の
場
合
は
、
そ

う
も
い
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
展
示
環
境
が
整
っ
た
施
設
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
福
岡
県
小お

郡ご
お
り市
に
あ
る
福
岡
県
立
九
州
歴

史
資
料
館
と
連
携
し
、
展
示
室
の
一
室
を
借
り
て
壱
岐
の
国
指
定
文

ＪＲ大阪駅構内で人面石レプリカ資料やパネルなどを展示
（平成26年6月）。
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化
財
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
壱
岐
へ
の
観
光
動

向
が
少
な
く
な
る
一
二
月
九
日（
火
）か
ら
翌
年
三
月
八
日（
日
）に
か

け
て
、「
海
の
王
都
・
一い

支き

国こ
く

展　

～
原は
る

の
辻つ
じ

遺
跡
と
壱
岐
の
至
宝

～
」
を
開
催
し
、
三
月
か
ら
の
新
た
な
観
光
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
壱
岐
の
宝
は
〝
国
の
宝
〟

　

壱
岐
市
で
は
、
原
の
辻
遺
跡
出
土
品
、
双そ
う

六ろ
く

古
墳
出
土
品
、
笹
塚

古
墳
出
土
品
と
い
っ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
資
料
は
、
ど
れ
も
〝
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
歴
史
〟

を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、〝
国
の
宝
〟
と
も
い
え
る
至
宝
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
資
料
は
、
通
常
、
島
内
に
あ
る
壱
岐
市
立
一
支
国

博
物
館
で
展
示
公
開
を
し

て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く

の
人
に
壱
岐
の
国
重
要
文

化
財
資
料
を
見
る
機
会
を

つ
く
り
、
そ
の
こ
と
を
通

じ
て
〝
壱
岐
の
歴
史
の
魅

力
〟
を
他
地
域
に
広
く
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
展
示
と
と
も
に
、

出
前
講
座
や
出
張
古
代
技

術
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
資
料
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
交
流
の
機
会
も
つ
く
り
、
壱

岐
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
海
と
み
ど
り　

歴
史
を
活
か
す
癒

し
の
島　

壱
岐
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
島
外
で
壱
岐
島
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
は
壱
岐
の
歴
史
Ｐ
Ｒ
、
他
地
域
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
壱
岐
へ
の
観
光
客
の
増
加
お
よ
び
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
九
州
圏
内
だ
け
で
な
く
、
関
西
圏
な
ど
の
西
日

本
に
範
囲
を
広
げ
、
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

■

国指定史跡「笹塚古墳」から出土した国指定重要
文化財の金銅製亀形飾金具（こんどうせいかめがたかざりかなぐ）。

国指定特別史跡「原の辻遺跡」から出土した国指定
重要文化財資料。


